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7月～8月の予定 鍵当番
7月15日（金）群会議 鍵当番14群
7月20日（月）集約会議 鍵当番15群
8月13日（土）分会執行員会 鍵当番は
分会役員が対応します

大田支部会館 お盆休
8月12日（金）～8月14日(日）

※鍵を借りくことが困難な方は児玉まで連絡してください 090-3210-7529

春の住宅デー開催！！ 会場は東京土建大田支部会館！！

4月初旬
多摩川の土手は花が満開です

◆春の住宅デー6月19日（日）10：00から開催しました 梅雨の時期にもかかわらず天候にも恵まれ
沢山の来場者に恵まれました。近年住宅デーを開催してないので待ち望んで
包丁やまな板を持って来てくださる方が居ました。住宅相談などもあり充実した住宅デーになりました
35件 受付 包丁47丁 まな板 7枚
来場者は新聞広告を見てきた方が約6割でした 今後も深部乗り込みを活用して秋の住宅デーも
宣伝してゆきたいと思います

多摩川の土手に・・

オオキンケイキク

5月から7月にかけて

咲いてます

オオキンケイキクは

北米原産の多年草

現在は栽培禁止

とても根強く

地方と東京のお盆の違い・・

改暦によって、1872年12月3日（太陰太陽暦）は、1873（明治6）年1月1日（太陽暦）へ変

更され、ふたつの暦には約1か月のブランクが生まれることになりました。

明治政府のあった東京は、改暦に対して比較的柔軟に対応できました その一方、

地方では農業がとても盛んだったため、柔軟に対応できませんでした。

東京でなぜ7月15日（新暦）、地方で8月15日（新暦）のお盆が「定着」したのか

ということです。その理由ついてはふたつの説があるといいます。
（1）東京と地方のお盆がずれたことで、双方に住む親戚縁者が顔を合わせやすくなったため

（2）地方にとって7月15日（新暦）は、農作業がもっとも忙しい時期であり、お盆とこの時期が

重なることを避けたため 8月はお盆休みに入る方が多いので集約日は必ず

今月中に伝えてください


